
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／資産複合 

信託期間 2006年９月29日から無期限です。 

運用方針 

主としてアムンディ・資産分散マザーファ
ンドの受益証券を投資対象とし、信託財産
の中長期的な成長と安定的な収益の確保を
目標として運用を行います。 

主  要 
運用対象 

アムンディ・資産 
分散ファンド 

アムンディ・資産分散マザ
ーファンドの受益証券 

アムンディ・ 
資産分散マザー 
ファンド 

｢Lyxor Diversified Assets 
Subfund」の受益証券 
アムンディ・円マネーファ
ンド（適格機関投資家専
用）の受益証券 

組入制限 

アムンディ・資産 
分散ファンド 

株式への直接投資は行いま
せん。マザーファンド受益
証券への投資割合には制限
を設けません。投資信託証
券への実質投資割合には制
限を設けません。外貨建資
産については、原則として
為替ヘッジを行いません。

アムンディ・ 
資産分散マザー 
ファンド 

株式への直接投資は行いま
せん。外貨建資産について
は、原則として為替ヘッジ
を行いません。 

分配方針 

毎決算時（年４回、原則毎年３月、６月、
９月、12月の各５日。休業日の場合は翌営
業日）に、原則として以下の方針に基づき
分配を行います。分配対象額の範囲は、繰
越分を含めた経費控除後の配当等収益（マ
ザーファンドの信託財産に属する配当等収
益のうち信託財産に属するとみなした額
（以下「みなし配当等収益」といいま
す。）を含みます。）および売買益（評価
益を含み、みなし配当等収益を控除して得
た額）の全額とします。収益分配金額は、
基準価額の水準、市況動向、運用状況等を
勘案して委託者が決定します。ただし、分
配対象額が少額の場合には、分配を行わな
いことがあります。 

 
 

愛称：ドリーム・チーム 

アムンディ・資産分散ファンド 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し

上げます。 

当ファンドはこの度、上記の決算を行い

ました。ここに作成期中の運用状況につい

てご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますよ

う、お願い申し上げます。 

アムンディ・ジャパン株式会社 

〒100-0011 東京都千代田区内幸町１丁目２番２号
お客様サポートライン 0120-202-900（フリーダイヤル） 

受付は委託会社の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページアドレス：http://www.amundi.co.jp 

第37期 (決算日 2015年12月７日) 
第38期 (決算日 2016年３月７日) 

運用報告書（全体版） 
第 19 作 成 期 
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アムンディ・資産分散ファンド 

◆最近５作成期の運用実績 

 決  算  期 
基  準  価  額 投資信託 

受益証券 
組入比率 

純資産 
総  額 (分配落) 

税込み 
分配金 

期  中 
騰落率 

第 
15 
作 
成 
期 

 円 円 ％ ％ 百万円

29期 (2013年12月５日) 9,803 0 7.4 96.4 2,622 

30期 (2014年３月５日) 9,881 0 0.8 92.7 2,346 

第 
16 
作 
成 
期 

31期 (2014年６月５日) 10,122 0 2.4 92.1 2,326 

32期 (2014年９月５日) 10,196 100 1.7 93.5 2,136 

第 
17 
作 
成 
期 

33期 (2014年12月５日) 10,583 370 7.4 93.6 1,894 

34期 (2015年３月５日) 10,506 0 △0.7 92.0 1,845 

第 
18 
作 
成 
期 

35期 (2015年６月５日) 10,718 210 4.0 91.3 1,769 

36期 (2015年９月７日) 9,593 0 △10.5 89.5 1,520 

第 
19 
作 
成 
期 

37期 (2015年12月７日) 9,794 0 2.1 91.3 1,529 

38期 (2016年３月７日) 8,651 0 △11.7 91.4 1,276 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
（注２） 当ファンドはマザーファンドを通じて投資信託受益証券（サブファンド）を組入れますので、「投資信託受益証券組入比

率」は実質組入比率を記載しております。以下同じ。 
（注３） 当ファンドは運用成果の目標基準となるベンチマークを設けておりません。また、当ファンドと適切に対比できる参考指

数はありません。以下同じ。 

 
◆当作成期中の基準価額等の推移 

決 算 期 年  月  日 
基 準 価 額 投資信託 

受益証券 
組入比率  騰 落 率 

第 37 期 

 円 ％ ％

（期 首）2015年９月７日 9,593 － 89.5

  ９月末 9,465 △1.3 89.6

  10月末 9,785 2.0 90.0

  11月末 9,761 1.8 91.1

（期 末）2015年12月７日 9,794 2.1 91.3

第 38 期 

（期 首）2015年12月７日 9,794 － 91.3

  12月末 9,429 △3.7 91.1

 2016年１月末 8,859 △9.5 90.5

  ２月末 8,392 △14.3 89.7

（期 末）2016年３月７日 8,651 △11.7 91.4
（注）騰落率は各期首比です｡ 
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アムンディ・資産分散ファンド 

【基準価額等の推移】 
 

第37期首 9,593円 

第38期末 8,651円 

既払分配金 
（税込み） 

0円 

騰落率 △9.8％ 

 
 

 

 
 
 
 

（注１）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資し
たものとみなして計算したもので、ファンドの運用の実質的なパフォ
ーマンスを示すものです。 

（注２）実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについて
は、お客さまがご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入
価額により課税条件も異なるため、お客さまの損益の状況を示すもの
ではありません。 

（注３）分配金再投資基準価額は、2016年３月５日の値を基準価額と同一とな
るように指数化しています。 

 

【基準価額の主な変動要因】 

下落要因 

① 2016年１月から２月にかけて、中国経済の急減速に対する懸念や当局の景気減速への対応力に対す

る不安が原油価格の急落と相まって一連のパニックを引き起こし、各国の株式市場を投資対象とす

るファンドの値下がりがマイナスに寄与したこと 

② 2016年１月から２月にかけて、ＲＥＩＴ市場が軟調に推移し、ＲＥＩＴ市場を投資対象とするファ

ンドの値下がりがマイナスに寄与したこと 

③  引き続きコモディティ市場が軟調に推移したため、コモディティ市場を投資対象とするファンドの

値下がりがマイナスに寄与したこと 

 

上昇要因 

① 2015年10月から11月にかけて、中国人民銀行（中央銀行）が利下げを実施したことや、ＥＣＢ（欧

州中央銀行）のドラギ総裁が12月に追加的金融緩和に踏み切る可能性を示唆したことを受け、各国

の株式市場を投資対象とするファンドの値上がりが一時的にプラスに寄与したこと 

 

【投資環境】 

＜世界の株式、債券、ＲＥＩＴ、コモディティ市場＞ 

当作成期は、世界経済の成長鈍化に対する不安が高まる中、投資家のリスク回避姿勢が一段と強まっ
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て始まりました。2015年12月にＦＲＢ（米連邦準備理事会）は９年半ぶりとなる利上げを行いました

が、それ自体は市場に混乱をもたらしませんでした。しかし、2016年１月に入り、中国経済の急減速に

対する懸念や当局の景気減速への対応力に対する不安が原油価格の急落と相まって一連のパニックを引

き起こし、株式、コモディティ、社債など、リスク資産が急落、投資家は安全資産とされる国債に資金

を逃避させました。 

 

＜為替市場＞ 

為替市場では、当作成期末のユーロ／米ドル相場は前作成期末と同程度の水準となりました。対米ド

ル、対ユーロで円高が進み、米ドル／円相場は前作成期末の119円台前半から当作成期末には113円台半

ばに、ユーロ／円相場は前作成期末の133円台前半から当作成期末には124円台後半になりました。 

 

【ポートフォリオ】 

＜当ファンド＞ 

当ファンドは当作成期を通じて、アムンディ・資産分散マザーファンド受益証券の組入比率を高位に

維持しました。 

 

＜アムンディ・資産分散マザーファンド＞ 

実質的に投資する12の資産クラスにおいては、当作成期は各資産クラスの基本配分比率を基準とし個

別ファンドの入替えは行いませんでした。 

 

【分配金】 

収益分配金につきましては、基準価額水準および市況動向等を勘案した結果、見送りとさせていただ

きました（分配原資の内訳につきましては、後記の「分配金のお知らせ」をご覧ください）。なお、収

益分配に充てず、信託財産内に留保した収益については、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の

運用を行います。 

 

【今後の運用方針】 

＜当ファンド＞ 

今後の運用につきましては、引き続きアムンディ・資産分散マザーファンド受益証券への投資を通じ

て、信託財産の中長期的な成長と安定的な収益の確保を目指します｡ 

 

＜アムンディ・資産分散マザーファンド＞ 

今後の運用方針につきましては、引き続き主要投資対象である円建の仏籍投資信託｢Lyxor 

Diversified Assets Subfund｣を通じ、世界の12の資産クラスを投資対象とするファンドと同等のパフォ

ーマンスを得ることを目指します｡ 

｢Lyxor Diversified Assets Subfund｣が投資するファンドにおいては、厳選した個別ファンドの運用

状況を引き続き注視し、必要に応じてファンドの追加、入替えを行います。また、各資産クラスの配分

は、基本配分比率を基準としつつ、個別ファンドの分散投資に留意して行います。 
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アムンディ・資産分散ファンド 

◆１万口当たりの費用明細 

項    目 

第37期～第38期 

(2015年９月８日 

～2016年３月７日) 
項 目 の 概 要 

金 額 比 率 

(a) 信 託 報 酬 32円 0.349％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

委託した資金の運用の対価 

交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、
購入後の情報提供等の対価 

運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

 (投  信  会  社) (  5)  (0.054) 

 (販 売 会 社) ( 25)  (0.269) 

 (受 託 会 社) (  2)  (0.027) 

(b) そ の 他 費 用 4 0.048 その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 (監 査 費 用) (  0)  (0.005) 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 (印 刷 費 用) (  4)  (0.043) ファンドの法定開示資料の印刷に係る費用 

合        計 36 0.397  
期中の平均基準価額は9,281円です。 

（注１）費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し
た結果です。 

（注２）消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注３）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注４）その他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みま

す。 
（注５）各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 
（注６）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項

目ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アムンディ・資産分散ファンド 

◆売買及び取引の状況（2015年９月８日から2016年３月７日まで） 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
決    算    期 第  37  期  ～  第  38  期 

 
設      定 解      約 

口  数 金  額 口  数 金  額 
 千口 千円 千口 千円

アムンディ・資産分散マザーファンド － － 50,554 51,500
（注）単位未満は切捨てです。 

 

◆利害関係人との取引状況等（2015年９月８日から2016年３月７日まで） 
 
当作成期中における利害関係人との取引等はありません｡ 
 

（注） 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です｡ 

 

◆組入資産の明細（2016年３月７日現在） 

親投資信託残高 

銘        柄 
第18作成期末 
(第36期末) 

第19作成期末(第38期末) 

口    数 口    数 評 価 額 
 千口 千口 千円
ア ム ン デ ィ ・ 資 産 分 散 マ ザ ー フ ァ ン ド 1,158,778 1,108,223 1,167,624
（注）口数・評価額の単位未満は切捨てです。 
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アムンディ・資産分散ファンド 

＜補足情報＞  
アムンディ・資産分散マザーファンドの組入資産の明細 (2016年３月７日現在) 

ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細 

フ  ァ  ン  ド  名 
第18作成期末
(第36期末)

第19作成期末(第38期末) 

口  数 口  数 評 価 額 比  率

 千口 千口 千円 ％

Lyxor Diversified Assets Subfund 114 109 1,166,110 99.9

アムンディ・円マネーファンド（適格機関投資家専用） 1,000 1,000 993 0.1

合     計 1,114 1,109 1,167,103 100.0
（注１）比率は、アムンディ・資産分散マザーファンドの純資産総額に対する評価額の比率です。 
（注２）口数・評価額の単位未満は切捨てです。 
 
◆投資信託財産の構成 (2016年３月７日現在) 

項          目 
当  作  成  期  末 (第38期末) 

評  価  額 比     率 

 千円 ％

ア ム ン デ ィ ・ 資 産 分 散 マ ザ ー フ ァ ン ド 1,167,624 90.2 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ､ そ の 他 126,760 9.8 

投 資 信 託 財 産 総 額 1,294,384 100.0 
（注）金額の単位未満は切捨てです｡ 
 
◆資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項         目 第 37 期 末 
(2015年12月７日) 

第 38 期 末  
(2016年３月７日) 

(A) 資 産 1,534,035,753円 1,294,384,211円
    コ ー ル ・ ロ ー ン 等 137,823,715 126,759,728 
    アムンディ・資産分散マザーファンド(評価額) 1,396,212,001 1,167,624,483 
    未 収 利 息 37 － 
(B) 負 債 4,866,908 18,074,069 
    未 払 解 約 金 1,850,859 14,962,186 
  未 払 信 託 報 酬 2,668,953 2,421,305 
    そ の 他 未 払 費 用 347,096 690,578 
(C) 純 資 産 総 額   (Ａ－Ｂ) 1,529,168,845 1,276,310,142 
    元 本 1,561,255,770 1,475,313,223 
    次 期 繰 越 損 益 金 △32,086,925 △199,003,081 
(D) 受 益 権 総 口 数 1,561,255,770口 1,475,313,223口
  １ 万 口 当 た り 基 準 価 額 ( Ｃ ／ Ｄ ) 9,794円 8,651円
（注記事項） 
作成期首元本額  1,584,700,142円 
作成期中追加設定元本額  17,541,936円 
作成期中一部解約元本額  126,928,855円 
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◆損益の状況 

項          目 
第 37 期 

自 2015年９月８日 
至 2015年12月７日 

第 38 期  
自 2015年12月８日 
至 2016年３月７日 

(A) 配 当 等 収 益 3,759円 2,099円

    受 取 利 息 3,759 2,099 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 34,253,027 △165,361,195 

    売 買 益 34,794,093 11,444,851 

    売 買 損 △541,066 △176,806,046 

(C) 信 託 報 酬 等 △3,016,049 △2,764,787 

(D) 当 期 損 益 金  (Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 31,240,737 △168,123,883 

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △54,439,669 △21,493,659 

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 △8,887,993 △9,385,539 

  ( 配 当 等 相 当 額 ) (  41,027,450) (  39,438,671)

    ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△49,915,443) (△48,824,210)

(G)   計 (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △32,086,925 △199,003,081 

(H) 収 益 分 配 金 0 0 

    次 期 繰 越 損 益 金  (Ｇ＋Ｈ) △32,086,925 △199,003,081 

    追 加 信 託 差 損 益 金 △8,887,993 △9,385,539 

    ( 配 当 等 相 当 額 ) (  41,027,450) (  39,438,671)

    ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△49,915,443) (△48,824,210)

    分 配 準 備 積 立 金 120,359,708 113,364,238 

  繰 越 損 益 金 △143,558,640 △302,981,780 
（注１）(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
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アムンディ・資産分散ファンド 

◆分配金のお知らせ 

収益分配金については、基準価額水準および市況動向等を勘案した結果、見送りとさせていただきま

した。 

 

収益分配金に関する留意事項 
●分配金は、預貯金の利息とは異なり、投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額相当分、基準
価額は下がります。 

●分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて支払われる場合があります。 
その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。 
また、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。 

●投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。 
ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。 

 

【分配原資の内訳】                           (単位：円・１万口当たり・税込み) 

項  目 
第37期 第38期 

（2015年９月８日～2015年12月７日) （2015年12月８日～2016年３月７日)

当期分配金  －  － 

(対基準価額比率) ( － ％) ( － ％) 

 
当期の収益  －  － 

当期の収益以外  －  － 

翌期繰越分配対象額  1,033  1,035 

（注１）「対基準価額比率」は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは
異なる点にご留意ください。 

（注２）「当期の収益」「当期の収益以外」は小数点以下切捨てで算出しているため、合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 
 
 



 

 

 

 

 

 

アムンディ･資産分散マザーファンド 

 

第９期 

 

 
 

（決算日 2015年９月７日） 
（計算期間：2014年９月６日～2015年９月７日） 

 
 

当ファンドはこの度、上記の決算を行いました。ここに期中の運用状況についてご報告

申し上げます。 

 

 
当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 

運 用 方 針 
主として円建ての仏籍契約型投資信託「Lyxor Diversified Assets 
Subfund」の受益証券に投資することにより、信託財産の中長期的な成
長と安定的な収益の確保を目指します。 

主要運用対象 
「Lyxor Diversified Assets Subfund」の受益証券
アムンディ・円マネーファンド（適格機関投資家専用）の受益証券 

組 入 制 限 株式への直接投資は行いません。外貨建資産については、原則として為
替ヘッジを行いません。 

 

 

 

アムンディ・ジャパン株式会社 

〒100-0011 東京都千代田区内幸町１丁目２番２号 
お客様サポートライン 0120-202-900（フリーダイヤル） 

受付は委託会社の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページアドレス：http://www.amundi.co. jp 

運 用 報 告 書 
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◆最近５期の運用実績 

決  算  期 
基  準  価  額 投資信託 

受益証券 
組入比率 

純 資 産 
総    額  

期    中 
騰 落 率 

 円 ％ ％ 百万円

５期（2011年９月５日) 7,570 △1.1 100.0 2,783

６期（2012年９月５日) 7,661 1.2 100.0 2,374

７期（2013年９月５日) 10,333 34.9 100.0 2,508

８期（2014年９月５日) 11,804 14.2 100.0 1,998

９期（2015年９月７日) 11,749 △0.5 100.0 1,361

（注）当ファンドは運用成果の目標基準となるベンチマークを設けておりません。また、当ファンドと適切に対比できる参考指数
はありません。 

 

 
◆当期中の基準価額等の推移 

年  月  日 
基 準 価 額 投資信託 

受益証券 
組入比率  騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％

2014年９月５日 11,804 － 100.0

  ９月末 11,853 0.4 100.0

  10月末 11,579 △1.9 100.0

  11月末 12,683 7.4 93.5

  12月末 12,619 6.9 99.9

 2015年１月末 12,192 3.3 99.9

  ２月末 12,606 6.8 99.9

  ３月末 12,502 5.9 96.1

  ４月末 12,868 9.0 100.0

  ５月末 13,158 11.5 100.0

  ６月末 13,048 10.5 100.0

  ７月末 12,705 7.6 100.0

  ８月末 11,786 △0.2 100.0

(期   末) 

2015年９月７日 11,749 △0.5 100.0

（注）騰落率は期首比です。 
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【基準価額等の推移】 
 

第９期首 11,804円 

第９期末 11,749円 

既払分配金 
（税込み） 

0円 

騰落率 △0.5％ 

 

 

 

 

 

 

 

【基準価額の主な変動要因】 

下落要因 

①  南米・東欧・アジアの株式市場が軟調に推移し、これら株式市場を投資対象とするファンドの値下

がりがマイナスに寄与したこと 

②  ハイイールド債券、エマージング債券市場が軟調に推移し、これら市場を投資対象とするファンド

の値下がりがマイナスに寄与したこと 

③  引き続き商品市況が軟調に推移し、商品市場を投資対象とするファンドの値下がりがマイナスに寄

与したこと 

 

上昇要因 

① 為替市場で円安・米ドル高となり、米ドル建てのファンドの評価額が上昇し、プラスに寄与したこと 

②  先進国の株式市場が堅調に推移したことで、米国・欧州・日本株式を投資対象とする一部ファンド

の値上がりがプラスに寄与したこと 

 

【投資環境】 

＜世界の株式、債券、ＲＥＩＴ、コモディティ市場＞ 

当期、米国では経済活動の緩やかな回復が続き、雇用情勢が改善する一方、賃金の伸びは弱く、イン

フレ圧力は抑制されていました。また、物価動向はエネルギー価格下落の影響を受けました。具体的に

は、実質ＧＤＰ（国内総生産）成長率が2015年４月－６月期には前期比年率＋3.7％の伸びとなりまし

た。雇用は失業率が５％台前半へ低下しました。物価はコアＣＰＩ（消費者物価指数）の水準が引き続

き0.1％から0.2％程度で推移しました。また、企業業績はエネルギーセクターを除き引き続き好調でし

た。欧州経済は、ＥＣＢ（欧州中央銀行）の量的緩和による低金利、ユーロ安、原油安で回復基調とな

りました。金融政策に関しては、米国は緩和的な政策を続け、金融市場はＦＲＢ（米連邦準備理事会）
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の利上げ時期を探る展開となりました。欧州でも金融緩和が続きました。中国人民銀行（中央銀行）は

景気下支えを強化するために段階的に利下げを行い、2015年８月には人民元の切り下げが行われました。 

これらを受けて、当期の金融市場の騰落は以下の通りとなりました。先進国株式市場は日本を除き下

落し、米国株式市場（Ｓ＆Ｐ500種指数）は前期末対比4.3％の下落となりました。欧州株式市場（ＤＪ 

ＥＵＲＯ ＳＴＯＸＸ 50指数）は2.3％の下落でした。一方、日本株式市場（東証株価指数）は11.8％の

上昇でした。エマージング株式市場の株価は大幅に下落し、ＭＳＣＩ ＥＭ指数が29.1％の下落となりま

した。米国国債市場では、10年物国債利回りが前期末に比較して0.34％程度低下(債券価格は上昇)し、

約2.1％になりました。また、ＲＥＩＴ市場(Ｓ＆ＰグローバルＲＥＩＴ指数)は約6.5％の下落、コモデ

ィティ市場(ＣＲＢ指数)は約31.7％の下落となりました。 

 

＜為替市場＞ 

為替市場では、ユーロ／米ドル相場はユーロ安・米ドル高となり、当期末は１ユーロ=1.12米ドル近く

の水準になりました。米ドル／円相場は前期末の105円近辺から当期末には119円前半へ円安・米ドル高

が進みました。ユーロ／円相場は前期末の136円近辺から当期末は133円前半となりました。 

 

【ポートフォリオ】 

実質的に投資する12の資産クラスにおいては、2014年12月に、欧州株式、南米株式、ハイ・イールド

債券、コモディティの資産クラスにおいて計４ファンドの入替えを行いました。具体的には、（1）欧州

株式で、「オイスター・ヨーロピアン・オポチュニティーズ・ファンド」から「アルケン・ヨーロピア

ン・オポチュニティーズ」への入替え、（2）南米株式で、「Amundi Funds エクイティ・ラテン・アメ

リカ」から「アバディーン・ラテン・アメリカ・エクィティ」への入替え、（3）ハイ・イールド債券

で、「ＰＡＭ（Ｌ）ボンド・ハイヤー・イールド・ファンド」から「ニューバーガー・ハイ・イール

ド・ボンド」への入替え、（4）コモディティで、「ディアパゾン・ロジャーズ国際コモディティ・イン

デックス・ファンド」から「スレッドニードル・エンハンスト・コモディティーズ」への入替えを行い

ました。 

 

【今後の運用方針】 

今後の運用方針につきましては、引き続き主要投資対象である円建ての仏籍投資信託｢Lyxor 

Diversified Assets Subfund｣および円建ての国内籍投資信託「アムンディ・円マネーファンド（適格機

関投資家専用）」に投資します。｢Lyxor Diversified Asset Subfund｣が行う日本国債への投資およびパ

フォーマンス・スワップ取引により、そのパフォーマンスが世界中の４つの資産クラス(株式、債券、不

動産投資信託証券(ＲＥＩＴ)、コモディティ) を投資対象とするファンドと同等のパフォーマンスを得

ることを目指します。 

 

｢Lyxor Diversified Assets Subfund｣が投資するファンドにおいては、厳選した個別ファンドの運用

状況を引き続き注視し、必要に応じてファンドの追加、入替えを行います。また、各資産クラスの配分

は、基本配分比率を基準としつつ、個別ファンドの分散投資に留意して行います。 
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◆１万口当たりの費用明細 

当期中に発生した費用はありません｡ 

 

 

 

◆売買及び取引の状況（2014年９月６日から2015年９月７日まで） 

投資信託受益証券 

 
買     付 売     付 

口   数 金   額 口   数 金   額 

外
国

（フランス） 千口 千円 千口 千円

Lyxor Diversified Assets Subfund － － 53 669,792

（注１）金額は受渡し代金です。 
（注２）単位未満は切捨てです。  

 
 

 

◆利害関係人との取引状況等（2014年９月６日から2015年９月７日まで） 
 
当期中における利害関係人との取引等はありません｡ 
 

(注) 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です｡ 

 

 

 

◆組入資産の明細 

ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細 

フ ァ ン ド 名 
当   期    末 

口   数 評 価 額 比   率 

 千口 千円 ％

Lyxor Diversified Assets Subfund 114 1,359,943 99.9

アムンディ・円マネーファンド（適格機関投資家専用） 1,000 993 0.1

合 計 
口 数 ・ 金 額 1,114 1,360,937 －

銘  柄  数＜比 率＞ 2 － ＜100.0％＞

（注１）合計欄の＜ ＞内は、純資産総額に対する評価額の比率です。 
（注２）単位未満は切捨てです。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

160000 アムンディ・資産分散ファンド 2016年4月18日 9時11分 

 

 

 

アムンディ･資産分散マザーファンド 

 －14－

◆投資信託財産の構成 (2015年９月７日現在) 

項          目 
当    期    末 

評  価  額 比   率 

 千円 ％

投 資 信 託 受 益 証 券 1,360,937 100.0 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ､ そ の 他 517 0.0 

投 資 信 託 財 産 総 額 1,361,454 100.0 

（注）金額の単位未満は切捨てです。 

 

 

 

◆資産、負債、元本及び基準価額の状況 

 (2015年９月７日現在) 

項      目 当 期 末 

(A) 資 産 1,361,454,045円

   コ ー ル ・ ロ ー ン 等 516,850 

投資信託受益証券(評価額) 1,360,937,195 

(B) 純 資 産 総 額 (Ａ) 1,361,454,045 

   元 本 1,158,778,323 

   次 期 繰 越 損 益 金 202,675,722 

(C) 受 益 権 総 口 数 1,158,778,323口

 １万口当たり基準価額(Ｂ／Ｃ) 11,749円

（注記事項） 
期首元本額  1,692,688,476円 
期中追加設定元本額  0円 
期中一部解約元本額  533,910,153円 
 
(当期末元本の内訳) 
アムンディ・資産分散ファンド 1,158,778,323円 

◆損益の状況 
当期 (自2014年９月６日 至2015年９月７日)  
項     目 当  期 

(A) 配 当 等 収 益 1,191円

 受 取 利 息 1,191 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 33,287,924 

 売 買 益 38,772,000 

 売 買 損 △5,484,076 

(C) 当 期 損 益 金 (Ａ＋Ｂ) 33,289,115 

(D) 前 期 繰 越 損 益 金 305,376,454 

(E) 解 約 差 損 益 金 △135,989,847 

(F)  計 (Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 202,675,722 

 次 期 繰 越 損 益 金 (Ｆ) 202,675,722 

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを
含みます。 

（注２）(E)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本か
ら解約価額を差し引いた差額分をいいます。 
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｢ Lyxor Diversified Assets Subfund ｣ 

 
｢Lyxor Diversified Assets Subfund｣ は､ アムンディ・資産分散マザーファンドが主要投資対象とす

る円建て仏籍の契約型投資信託です｡ 
｢Lyxor Diversified Assets Subfund｣ は､ フランス国の法に基づいて設立された契約型投資信託であ

り､ 決算日は年１回､ パリの金融商品市場の２月最終営業日です｡ したがって､ 当該運用報告書の作成
時点において入手可能な2015年２月27日現在の内容をご報告申し上げます｡ 
以下において記載した財務情報は､ 現地において作成され、監査を受けた財務書類について､ 委託会

社が翻訳・抜粋・作成したものです｡ 

 
◆ファンドの概要 
 

フ ァ ン ド 名 Lyxor Diversified Assets Subfund 

形 態 仏籍契約型投資信託 

主 な 投 資 対 象 

このファンドのパフォーマンスは､ 世界中の４つの資産 (株式､ 債券､ 不動産投資信託証券 
(ＲＥＩＴ)､ コモディティ)  (12の資産クラス) を投資対象とするファンドのバスケットのパフ
ォーマンスに連動します｡ なお､ このバスケットが組入対象とするファンドおよび比率は､ 増
減・変更されることがあります｡ 

ベ ン チ マ ー ク ありません｡ 

設 定 日 2006年９月27日 

決 算 日 年１回､ パリの金融商品市場の２月最終営業日

分 配 方 針 ありません｡ 

解 約 制 限 ありません｡ 

信 託 報 酬 0.53％ 

成 功 報 酬 ありません｡ 

申 込 手 数 料 ありません｡ 

 
◆費用の内訳 
 

項   目 2014年３月１日から2015年２月27日まで 
 

運用費用および減価償却費用 
円

10,336,874 

合   計 10,336,874 

 
◆組入資産の明細 
公社債 スワップ取引残高 

 

 
 

 

（注）額面、評価額の単位未満は切捨てです。

銘   柄 
2015年２月27日現在 

利率 額面金額 評価額 償還年月日

(国債証券) ％ 千円 千円
第94回 利付国債 (５年) 0.6 300,000 301,815 2015/12/20
第96回 利付国債 (５年) 0.5 400,000 402,994 2016/３/20
第97回 利付国債 (５年) 0.4 400,000 402,356 2016/６/20
第93回 利付国債 (５年) 0.5 300,000 301,503 2015/12/20
第98回 利付国債 (５年) 0.3 400,000 401,756 2016/６/20
第95回 利付国債 (５年) 0.6 400,000 403,594 2016/３/20

合   計  2,200,000 2,214,018

種   類 
取引契約残高 
期末想定元本額 

金  利   等 
百万円

6,493 

（注）単位未満は切捨てです。 



 

 

 

 

 

 

 
 

アムンディ・円マネーファンド 

（適格機関投資家専用）  

第６期 

 

 
 
 

(決算日 2015年６月10日) 
 
 
当ファンドはこの度上記の決算を行いました。ここに期中の運用状況についてご報告申し上げま

す。 
 
  

当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商品分類 追加型投信／国内／債券 
信託期間 2009年12月4日から無制限です。

運用方針 
アムンディ・マネープール・マザーファンド受益証券への投資を通じて、主として本邦通貨
表示の短期有価証券に投資し、安定した収益の確保をはかることを目標として運用を行いま
す。 

主要運用
対 象 

アムンディ・円マネーファンド 
（適格機関投資家専用） アムンディ・マネープール・マザーファンド受益証券 

アムンディ・マネープール・ 
マザーファンド

本邦通貨表示の短期有価証券 

組入制限 

アムンディ・円マネーファンド 
（適格機関投資家専用） 

株式への直接投資は行いません。株式への投資は、転換社債型新株予約権付
社債の新株予約権の行使により取得したものに限るものとし、実質投資割合
は取得時において投資信託財産の純資産総額の10％以下とします。外貨建資
産への投資は行いません。 

アムンディ・マネープール・ 
マザーファンド 

株式への投資は、転換社債型新株予約権付社債の新株予約権の行使により取
得したものに限るものとし、投資割合は取得時において投資信託財産の純資
産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 運用による収益は、期中に分配を行わず、信託終了時まで投資信託財産内に留保し、運用の
基本方針に基づいて運用を行います。

 

 

 

アムンディ・ジャパン株式会社 
〒100-0011 東京都千代田区内幸町１丁目２番２号 

お客様サポートライン 0120-202-900（フリーダイヤル） 

受付は委託会社の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページアドレス：http://www.amundi.co. jp 

運用報告書 
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◆最近５期の運用実績 

決  算  期 
基 準 価 額 

債券組入
比  率

債券先物 
比  率 

純資産 
総 額  

期 中 
騰落率 

 円 ％ ％ ％ 百万円

２期（2011年６月10日） 9,984 △0.1 － － 0.998382

３期（2012年６月11日） 9,974 △0.1 － － 0.997409

４期（2013年６月10日） 9,964 △0.1 － － 0.996448

５期（2014年６月10日） 9,952 △0.1 － － 0.995186

６期（2015年６月10日） 9,940 △0.1 － － 0.994023

（注１）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質組入比率を記載しております。 
（注２）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。 
（注３）当ファンドは運用成果の目標基準となるベンチマークを設けておりません。また、当ファンドと適切に対比できる参考指数はあ

りません。以下同じ。 

 

◆当期中の基準価額等の推移 

年   月   日 
基  準  価  額 債券組入 

比  率 
債券先物 
比  率  騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％ ％

2014年６月10日 9,952 － － －

 ６月末 9,952 0.0 － －

 ７月末 9,951 △0.0 － －

 ８月末 9,950 △0.0 － －

 ９月末 9,949 △0.0 － －

 10月末 9,948 △0.0 － －

 11月末 9,947 △0.1 － －

 12月末 9,946 △0.1 － －

 2015年１月末 9,944 △0.1 － －

 ２月末 9,943 △0.1 － －

 ３月末 9,942 △0.1 － －

 ４月末 9,942 △0.1 － －

 ５月末 9,941 △0.1 － －

（期    末)  
2015年６月10日 9,940 △0.1 － －

（注１）騰落率は期首比です。 
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質組入比率を記載しております。 
（注３）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

160000 アムンディ・資産分散ファンド  2016年4月18日  9時11分 

 

 

 
アムンディ・円マネーファンド（適格機関投資家専用） 

 －18－

【基準価額等の推移】 
 

第６期首 9,952円

第６期末 9,940円

既払分配金 0円

騰落率 △0.1％

 
 
 
 
 
 
 
 
【基準価額の主な変動要因】 
下落要因 
① 運用管理費用（信託報酬） 
上昇要因 
① 有担保コール市場での運用からの利息収入 
 
【投資環境】 
＜短期金融市場＞ 
日本銀行は、長期国債の買い入れなどの量的・質的金融緩和策を引き続き行いました。これを受けてコ

ール・レート（無担保・翌日物）は極めて低位で安定的に推移し、期を通じて0.07％前後となりました。 
 
【ポートフォリオ】 
＜当ファンド＞ 
当ファンドは､アムンディ・マネープール・マザーファンド(以下、マザーファンド) を通じて、安定

した収益の確保を図ることを目的として運用を行い、期を通じて、マザーファンドの投資比率を高位に
維持しました。 
 
＜アムンディ・マネープール・マザーファンド＞ 
当期においては、ファンドの規模や流動性の確保を勘案しコール・ローンによって運用を行いました。 

 
【分配金】 
信託約款に基づき、運用による収益は、期中に分配を行わず、信託終了時まで投資信託財産内に留保

し、運用方針に基づいて運用を行います。 
 
【今後の運用方針】 
＜当ファンド＞ 
運用の基本方針に基づき、マザーファンド受益証券の組入れを高位に維持することにより、安定した

収益の確保を図ることを目的として運用を行います。 
 
＜アムンディ・マネープール・マザーファンド＞ 
運用の基本方針に基づき、安定した収益と流動性の確保を図ることを目的として運用を行います。
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◆１万口当たりの費用明細 

項    目 

第 ６ 期 

(2014/６/11～2015/６/10) 項 目 の 概 要 

金 額 比 率 

信 託 報 酬 15円 0.151％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

委託した資金の運用の対価 

交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、
購入後の情報提供等の対価 

運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

 (投   信   会   社) ( 12)  (0.119) 

 (販  売  会  社) (  1)  (0.011) 

 (受  託  会  社) (  2)  (0.022) 

合        計 15 0.151  
期中の平均基準価額は9,946円です。 

（注１）費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し
た結果です。 

（注２）消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注３）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注４）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項

目ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

◆売買及び取引の状況（2014年６月11日から2015年６月10日まで） 
 

当期中における売買及び取引はありません｡ 

 

◆利害関係人との取引状況等（2014年６月11日から2015年６月10日まで） 
 

当期中における利害関係人との取引等はありません｡ 
 

(注) 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です｡ 

 

◆組入資産の明細 

親投資信託残高 

銘        柄 
期首(前期末) 当  期  末 

口    数 口    数 評 価 額 

 千口 千口 千円

アムンディ・マネープール・マザーファンド 989 989 992

（注１）口数・評価額の単位未満は切捨てです。 
（注２）アムンディ・マネープール・マザーファンド全体の受益権口数は、当期末7,510千口です。 
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◆投資信託財産の構成 (2015年６月10日現在) 

項          目 
当   期   末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

アムンディ・マネープール・マザーファンド 992 99.7 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ､ そ の 他 2 0.3 

投 資 信 託 財 産 総 額 994 100.0 
（注） 金額の単位未満は切捨てです｡ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

160000 アムンディ・資産分散ファンド  2016年4月18日  9時11分 

 

 

 
アムンディ・円マネーファンド（適格機関投資家専用） 

 －21－

◆資産、負債、元本及び基準価額の状況 
 (2015年６月10日現在)  

項      目 当 期 末 

(A) 資 産 994,751円

   コ ー ル ・ ロ ー ン 等 2,672 

アムンディ・マネープール・ 
マザーファンド ( 評 価 額 ) 992,079 

(B) 負 債 728 

 未 払 信 託 報 酬 728 

(C) 純 資 産 総 額 (Ａ－Ｂ) 994,023 

   元 本 1,000,000 

   次 期 繰 越 損 益 金 △5,977 

(D) 受 益 権 総 口 数 1,000,000口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,940円

（注記事項） 
期首元本額  1,000,000円 
期中追加設定元本額  0円 
期中一部解約元本額  0円 
 
 
 
 

◆損益の状況 
当期 (自2014年６月11日 至2015年６月10日) 
項     目 当  期 

(A) 有 価 証 券 売 買 損 益 297円

   売 買 益 297 

(B) 信 託 報 酬 等 △1,460 

(C) 当 期 損 益 金 (Ａ＋Ｂ) △1,163 

(D) 前 期 繰 越 損 益 金 △4,814 

(E)  計 (Ｃ＋Ｄ) △5,977 

 次 期 繰 越 損 益 金 (Ｅ) △5,977 

（注１）(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを
含みます。 

（注２）(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額
を含めて表示しています｡ 

 

 

 

《お知らせ》 

平成26年12月１日付で、改正投資信託法の施行に伴い、投資信託約款に所要の変更を行いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アムンディ･マネープール･マザーファンド 

 
第６期 

 

 
  

（決算日 2015年６月10日） 
（計算期間：2014年６月11日～2015年６月10日） 

 
当ファンドはこの度上記の決算を行いました。ここに期中の運用状況についてご報告申

し上げます｡ 

 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 

運 用 方 針 主として本邦通貨表示の短期有価証券に投資し、安定した収益と流動性の確
保をはかることを目標として運用を行います。

主要運用対象 本邦通貨表示の短期有価証券 

組 入 制 限 
株式への投資は、転換社債型新株予約権付社債の新株予約権の行使により取
得したものに限るものとし、投資割合は取得時において投資信託財産の純資
産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資は行いません。 

 

アムンディ・ジャパン株式会社 

〒100-0011 東京都千代田区内幸町１丁目２番２号 
お客様サポートライン 0120-202-900（フリーダイヤル） 

受付は委託会社の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページアドレス：http://www.amundi.co. jp 

運 用 報 告 書 
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◆最近５期の運用実績 

決  算  期 
基 準 価 額 

債券組入
比  率

債券先物 
比  率 

純資産 
総  額  

期  中 
騰落率 

 円 ％ ％ ％ 百万円

２期（2011年６月10日） 10,007 0.0 － － 11

３期（2012年６月11日） 10,012 0.0 － － 8

４期（2013年６月10日） 10,017 0.0 － － 3

５期（2014年６月10日） 10,019 0.0 － － 8

６期（2015年６月10日） 10,022 0.0 － － 7

（注１） 債券先物比率は、買建比率－売建比率です。 
（注２） 当ファンドは運用成果の目標基準となるベンチマークを設けておりません。また、当ファンドと適切に対比できる参考指数は

ありません。以下同じ。 

 

◆当期中の基準価額等の推移 

年  月  日 
基 準 価 額 債券組入 

比  率 
債券先物 
比  率  騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％ ％

2014年６月10日 10,019 － － －

 ６月末 10,020 0.0 － －

 ７月末 10,020 0.0 － －

 ８月末 10,020 0.0 － －

 ９月末 10,021 0.0 － －

 10月末 10,021 0.0 － －

 11月末 10,021 0.0 － －

 12月末 10,021 0.0 － －

 2015年１月末 10,021 0.0 － －

 ２月末 10,021 0.0 － －

 ３月末 10,021 0.0 － －

 ４月末 10,022 0.0 － －

 ５月末 10,022 0.0 － －

(期   末)  
2015年６月10日 10,022 0.0 － －

（注１） 騰落率は期首比です。 
（注２） 債券先物比率は、買建比率－売建比率です。 
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【基準価額等の推移】 

 

第６期首 10,019円

第６期末 10,022円

騰落率 0.0％

 

 

 

 

 

 

 

 

【基準価額の主な変動要因】 

上昇要因 

① 有担保コール市場での運用からの利息収入 

 

【投資環境】 

＜短期金融市場＞ 

日本銀行は、長期国債の買い入れなどの量的・質的金融緩和策を引き続き行いました。これを受けて

コール・レート（無担保・翌日物）は極めて低位で安定的に推移し、期を通じて0.07％前後となりまし

た。 

 

【ポートフォリオ】 

当期においては、ファンドの規模や流動性の確保を勘案しコール・ローンによって運用を行いました。 

 

【今後の運用方針】 

運用の基本方針に基づき、安定した収益と流動性の確保を図ることを目的として運用を行います。 
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◆１万口当たりの費用明細 

当期中に発生した費用はありません｡ 

 

◆売買及び取引の状況（2014年６月11日から2015年６月10日まで） 

当期中における売買及び取引はありません｡ 

 

◆利害関係人との取引状況等（2014年６月11日から2015年６月10日まで） 

当期中における利害関係人との取引等はありません｡ 
 

(注) 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です｡ 

 

◆投資信託財産の構成 (2015年６月10日現在) 

項          目 
当    期    末 

評  価  額 比   率 

 千円 ％

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ､ そ の 他 7,526 100.0 

投 資 信 託 財 産 総 額 7,526 100.0 

（注）金額の単位未満は切捨てです。 

 
◆資産、負債、元本及び基準価額の状況 
 (2015年６月10日現在)  

項      目 当 期 末 

(A) 資 産 7,526,666円

   コ ー ル ・ ロ ー ン 等 7,526,664 

未 収 利 息 2 

(B) 純 資 産 総 額 (Ａ) 7,526,666 

   元 本 7,510,424 

   次 期 繰 越 損 益 金 16,242 

(C) 受 益 権 総 口 数 7,510,424口

 １万口当たり基準価額(Ｂ／Ｃ) 10,022円

（注記事項） 
期首元本額  8,359,882円 
期中追加設定元本額  29,099,163円 
期中一部解約元本額  29,948,621円 
 
(当期末元本の内訳) 
アムンディ・中東株式 マネープール・ファンド 1,434,543円 
アムンディ・チャインドネシア株投信マネー  5,085,979円 
アムンディ・円マネーファンド(適格機関投資家専用)  989,902円 

◆損益の状況 
当期 (自2014年６月11日 至2015年６月10日) 

項     目 当  期 

(A) 配 当 等 収 益 1,702円

 受 取 利 息 1,702 

(B) 当 期 損 益 金 (Ａ) 1,702 

(C) 前 期 繰 越 損 益 金 16,283 

(D) 追 加 信 託 差 損 益 金 58,837 

(E) 解 約 差 損 益 金 △60,580 

(F)  計 (Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 16,242 

 次 期 繰 越 損 益 金 (Ｆ) 16,242 

（注１）(D)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の
際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額
分をいいます。 

（注２）(E)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本か
ら解約価額を差し引いた差額分をいいます。 

 

 

《お知らせ》 

平成26年12月１日付で、改正投資信託法の施行に伴い、投資信託約款に所要の変更を行いました。 
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